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三
鷹
市
の
情
報
管
理
に
合
格
点
¿

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
認
証
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三
鷹
市
の
情
報
管
理
に
合
格
点
¿

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
認
証
を

取
得
し
ま
し
た

市
で
は
、
１
月
26
日
、
都
内

の
自
治
体
で
は
初
め
て
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
国
際
的
な
規
格
で
あ

る
「
Ｂ
Ｓ
７
７
９
９
―
２：

２

０
０
２
」
と
国
内
の
標
準
規
格

で
あ
る
「
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
認
証
基
準

Ｖ
ｅ
ｒ
・
２
・
０
」
の
２
つ
の

認
証
を
同
時
に
取
得
し
ま
し

た
。こ

の
認
証
は
、
ハ
U
ド
、
ソ

フ
ト
の
面
で
市
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
が
一
定
水
準
以
上

に
あ
る
こ
と
、
そ
れ
を
継
続
的

に
維
持
・
改
善
で
き
る
体
制
に

あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

今
回
の
認
証
の
対
象
範
囲

は
、
住
民
基
本
台
帳
、
戸
籍
、

印
鑑
、
年
金
、
住
基
ネ
ッ
ト
や

各
種
証
明
書
交
付
を
行
う
市
民

課
と
、
市
の
コ
ン
ピ
ュ
U
タ
U

や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク
の
管
理

を
行
う
情
報
推
進
室
の
業
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
課
で
は
、
情
報
管

理
の
基
本
方
針
・
規
程
類
を
整

備
し
、
情
報
の
種
別
、
内
容
、

管
理
方
法
な
ど
の
再
点
検
を
行

い
、
さ
ら
に
第
三
者
に
よ
る
評

価
も
事
前
に
受
け
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
順
次
、
認
証
対
象

範
囲
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に

職
員
の
モ
ラ
ル
強
化
を
続
け
、

み
な
さ
ん
の
大
切
な
情
報
を
お

預
か
り
し
て
い
る
市
と
し
て
信

頼
さ
れ
る
情
報
の
取
扱
い
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

∞
情
報
推
進
室
ò
内
線
２
１

４
２

２００４・３・７�　リサイクルカレンダー　ジブリ美術館市民特別枠 広報

三
鷹
市
と
調
布
市
と
共
同
で
進

め
て
い
る
新
ご
み
処
理
施
設
に
つ

い
て
の
整
備
基
本
計
画
素
案
を
検

討
す
る
、
有
識
者
、
市
民
な
ど
か

ら
な
る
検
討
委
員
会
の
第
15
回
会

議
を
開
催
し
ま
す
。

▽
３
月
17
日
Œ
午
後
７
時
〜
９

３
月
は
道
路
交
通
環
境
月
間
で

三
鷹
観
光
事
業
実
行
委
員
会

主
催
。
４
月
か
ら
毎
週
日
曜
日

に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
、
大

沢
地
域
の
魅
力
的
な
自
然
、
景

観
、
歴
史
、
建
物
、
人
物
な
ど
を

紹
介
す
る
ツ
ア
U
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
を
募
集
し
ま
す
。

◆
業
務
内
容

近
藤
勇
ゆ
か
り

の
地
と
野
川
流
域
の
案
内

◆
応
募
資
格

４
〜
11
月
の
毎

週
日
曜
日
の
ツ
ア
U
を
、
月
１

回
程
度
ガ
イ
ド
で
き
る
方

◆
募
集
人
員

40
人
以
内

◆
説
明
会

３
月
８
日
Ã
午
後

７
時
〜
９
時
、
三
鷹
産
業
プ
ラ

三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
で

は
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん

に
美
術
館
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、
三
鷹
市
民
特
別
枠
を

設
け
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

fl
三
鷹
市
に
住
民

登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
し
て

い
る
方
（
住
民
票
、
免
許
証
、

保
険
証
、
外
国
人
登
録
証
明
書

な
ど
で
証
明
で
き
る
方
）
、
‡

三
鷹
市
に
在
勤
・
在
学
の
方

（
社
員
証
、
在
勤
証
明
書
、
学

生
証
な
ど
で
証
明
で
き
る
方
）

※
受
付
時
に
身
分
を
証
明
で

き
る
も
の
を
必
ず
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

◆
販
売
す
る
チ
ケ
ッ
ト

４
・

５
・
６
月
の
休
館
日
（
毎
週
火

電
気
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
に

お
い
て
不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ
U
で

す
が
、
電
気
や
電
気
製
品
に
関
わ

る
火
災
は
東
京
消
防
庁
管
内
で
毎

年
１
千
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

昨
年
市
内
で
発
生
し
た
62
件
の
火

災
の
う
ち
、
電
気
火
災
は
14
件
に

も
の
ぼ
り
ま
す
。
コ
U
ド
を
こ
ま

め
に
抜
い
た
り
、
白
熱
電
球
の
そ

ば
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な

い
な
ど
、
日
ご
ろ
の
心
が
け
が
大

切
で
す
。

∞
三
鷹
消
防
署
査
察
指
導
係
ò

47
―
０
１
１
９

◆
違
反
広
告
物
撤
去
活
動
員

違
法
な
は
り
紙
、
は
り
札
、
立

看
板
を
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協

力
で
撤
去
す
る
制
度
で
す
。
市
内

在
住
・
在
勤
の
20
歳
以
上
の
方

で
、
３
人
以
上
で
グ
ル
U
プ
を
構

成
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
継

続
し
て
活
動
で
き
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

◆
ポ
キ
の
お
そ
う
じ
倶
楽
部
（
道

路
の
里
親
事
業
）

市
内
の
道
路
を
対
象
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
美
化
活
動
を
行
う
グ

ル
U

プ
を
道
路
の
里
親
に
認
定

し
、
ほ
う
き
、
ち
り
と
り
な
ど
を

す
。
道
路
上
の
違
法
な
は
り
紙
、

立
看
板
や
、
商
品
の
陳
列
な
ど
道

路
の
不
正
使
用
事
案
は
、
景
観
を

損
な
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
道
路

交
通
の
円
滑
化
を
阻
害
し
、
交
通

事
故
を
誘
発
す
る
要
因
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の

一
人
ひ
と
り
が
ル
U
ル
を
守
り
、

道
路
交
通
環
境
の
整
備
に
協
力
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

∞
三
鷹
警
察
署
ò
49
―
０
１
１

０

違
反
広
告
物
撤
去
員
活
動
お
よ
び

ポ
キ
の
お
そ
う
じ
倶
楽
部
募
集
中

新
ご
み
処
理
施
設
整
備

基
本
計
画
検
討
委
員
会

時
、
調
布
市
文
化
会
館
た
づ
く
り

で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
ご
み
対
策
課
ò
内
線
２
５
３

１三
鷹
警
察
署
か
ら
の

お
願
い

平成16年度版リサイクルカレンダ

ーを、市内の全世帯に配布します。

このカレンダーは壁掛け式で、お住

まいの地区別に、日付欄に不燃ごみ、

資源物（空きびん・空き缶・古紙・

古着）の収集日程を掲載しているほ

か、可燃ごみについては、ご自分で

記入する仕組みになっています。こ

のカレンダーを活用し、ごみ減量へ

の関心を高め、ごみの出し方、資源

物の出し方の再確認をお願いしま

す。

なお、３月中にお手元に届かなか

ったり、違う収集地区のものが届い

た場合は、ごみ対策課ò内線2533へ

ご連絡ください。

ザ
で
。
講
師
は
み
た
か
観
光
ガ

イ
ド
協
会
。

※
説
明
会
に
参
加
で
き
な
い

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
現
地
で
の
講
習

fl
３
月
14

日
À
、
‡
21
日
À
の
い
ず
れ
も

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
。

※
‡
は
実
際
の
ツ
ア
U
参
加

者
と
一
緒
に
歩
き
ま
す
。

▼
同
会
事
務
局
（
三
鷹
商
工
会

内
）
ò
49
―
３
８
３
８
へ
申
し

込
む
。

∞
み
た
か
観
光
ガ
イ
ド
協
会

（
小
谷
野
）
ò
090
―
８
３
０
２

―
２
８
５
８

曜
日
）
と
、
５
月
の
展
示
替
休

館
（
５
月
10
日
〜
21
日
）
を
除

く
毎
日
の
午
前
券
（
午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分
入
場
）
と
午

後
券
（
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

入
場
）
各
50
枚
。
１
人
１
回
６

枚
ま
で

◆
料
金

大
人
１
千
円
、
中
・

高
生
700
円
、
小
学
生
400
円
、
幼

児
（
４
歳
以
上
）
100
円

◆
販
売
期
間
・
場
所

午
前
10

時
〜
午
後
６
時（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
も
販
売
）
、
三
鷹
産
業
プ

ラ
ザ
１
階
Ｍ
Ｙ
　
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ

で
。∞

X

ま
ち
づ
く
り
三
鷹
ò
40

―
９
６
６
９

三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館

三
鷹
市
民
特
別
枠

４
・
５
・
６
月
分
を
販
売

電
気
火
災
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

（
選
と
評
）

金
田
　
義
直

マ
ン
シ
ョ
ン
の
向
か
ひ
に
マ
ン
シ
ョ
ン
建

ち
上
が
り
武
蔵
野
の
空
狭
く
な
り
た
り

神
宝
満
智
子

【
評
】
現
実
を
冷
徹
に
見
詰
め
て
の
実

感
。「
武
蔵
野
の
空
狭
く
な
り
た
り
」
は

言
い
得
て
妙
。
共
感
を
覚
え
る
。

温
泉
に
ゆ
る
ゆ
る
浸
る
大
つ
ご
も
り
そ
の

夢
叶
ふ
は
い
つ
の
こ
と
や
ら

小
野
五
代
子

【
評
】
下
の
句
で
の
ど
ん
で
ん
返
し
、

諧
謔
の
中
に
潜
む
本
音
「
い
つ
の
こ
と
や

ら
」
の
な
げ
や
り
調
が
面
白
い
。

乾
き
た
る
冬
の
巷
に
黄
の
花
の
小
菊
か
が

や
く
日
溜
り
の
あ
り
　
　
　
八
島
　
靖
夫

【
評
】
こ
の
場
合
の
「
巷
」
は
町
の
中

の
道
路
の
意
。
植
え
込
み
の
日
溜
り
に
咲

く
小
菊
の
美
し
さ
、
強
か
さ
が
よ
く
出
て

い
る
。

「
バ
ナ
ナ
型
の
夜
出
る
太
陽
」
と
三
日
月

を
言
ひ
し
息
子
も
三
十
路
過
ぎ
た
り

望
月
　
綾
乃

【
評
】
幼
い
息
子
に
、
作
者
は
ど
ん
な

夢
を
抱
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。「
三
十

路
過
ぎ
た
り
」
に
現
実
の
息
子
の
成
長
へ

の
思
い
が
滲
む
。

全
身
の
羽
毛
ふ
く
ら
ま
せ
雀
ら
は
柿
の
小

枝
に
朝
日
浴
び
ゐ
る
　
　
　
花
輪
　
明
子

【
評
】
寒
い
朝
の
雀
の
様
子
を
よ
く
観

て
詠
っ
て
い
る
。「
柿
の
小
枝
」
で
お
膳

だ
て
が
整
っ
た
。

戸
締
ま
り
を
受
け
も
ち
く
れ
し
夫
逝
き
て

は
や
二
十
年
雨
戸
を
閉
む
る

横
尾
え
り
子

【
評
】
平
凡
な
生
活
の
中
で
、
ふ
と
兆

す
夫
へ
の
慕
情
を
素
直
に
表
現
し
て
い

る
。

行
き
ず
り
に
花
を
褒
む
れ
ば
庭
造
る
翁
は

丹
精
の
サ
ボ
テ
ン
呉
る
る

松
村
美
恵
子

【
評
】
筋
だ
け
を
ま
と
め
た
作
品
だ
が
、

二
人
の
会
話
が
聞
こ
え
て
来
て
楽
し
い

歌
。「
翁
」
は
一
考
の
要
が
あ
ろ
う
。

三
鷹
短
歌
会
１
月
の
秀
歌

三
鷹
俳
句
会
２
月
の
秀
句

（
選
者
）
井
上
弘
　
飯
田
六
斗

老
梅
の
蕾
ふ
く
ら
む
佳
き
日
和

光
法
良
子

梅
便
り
予
報
士
の
声
は
ず
み
け
り

清
水
ゆ
き
え

立
春
や
連
山
き
り
り
と
眉
を
引
く寺

田
絢
子

紅
梅
に
忠
魂
咲
か
せ
乃
木
神
社

南
み
ち

雪
降
れ
ば
個
の
厳
し
さ
や
光
太
郎田

山
光
起

み
つ
き

梅
の
果
て
海
豚
は
瞑く

ら

き
海
を
跳
ぶ

日
下
部
潦
太

背
戸
の
山
見
渡
す
村
の
冬
広
し

三
矢
恵
啓

よ
し
ひ
ろ

我
儘
に
無
定
形
な
り
薄
氷

根
岸
敏
三

冬
木
立
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
は
吃ど

も

り
つ
つ高

見
勝

つ
ぶ
や
き
て
心
の
鬼
に
豆
を
撒
く

大
竹
ハ
ル
子

黒
富
士
の
す
っ
く
と
あ
り
て
寒
茜

久
々
谷
幸ゆ

き

子

紅
梅
に
愛や

さ

し
く
な
れ
る
道
の
あ
り岡

田
幸
子

探
梅
や
世
俗
離
れ
た
貌
を
し
て

牧
文
子

聴
診
器
診み

ら
れ
つ
つ
視み

る
窓
の
梅

大
和
谷

や
ま
と
だ
に

慈
子

鳥
呼
ん
で
小
さ
き
庭
に
も
梅
日
和

浅
沼
仁
美

き

み

子

薄
氷
の
危
う
さ
ゆ
え
に
日
を
抱
く

根
岸
操

梅
一
枝
挿
し
て
タ
ク
シ
ー
運
転
手田

中
淑
子

絵
手
紙
の
梅
の
一
つ
に
力
あ
り

土
井
雅
子

梅
が
香
や
肩
揚
と
れ
し
孫こ

の
晴
着拝

司
園
子

角
帯
の
腰
低
く
し
て
針
供
養

赤
木
き
よ

手
品
師
の
掌
よ
り
生
る
る
寒
卵

小
泉
秀
夫

◆
３
月
句
会

３
月
14
日
À
午
後
１
時
か

ら
三
鷹
駅
前
地
区
公
会
堂
で
。
兼
題
は

「
芽
一
切
」「
当
季
雑
詠
」。
資
料
代
１
千

円
。
出
句
４
句
、
く
わ
し
く
は
大
和
谷

や
ま
と
だ
に

宅

ò
46
―
９
８
２
０
へ
。

〈無料〉市役所２階
 ０４２２－４４－６６００（直通）

　市民のみなさんの日常生活でのさまざまな問題について相談を行って
　います。ご利用ください。相談はすべて無料です。

相　談　員時　間相　談　日相　談　内　容相　談　名

市民相談担当午前８時３０分
　～午後５時月～金曜日市政や日常生活全般につ

いて一 般 相 談

弁 護 士午後１時　　
　～３時３０分

月～金曜日
（電話予約制）

相続、借地、借家、金銭貸借
など民事全般について法 律 相 談

税 理 士

午後１時～
　　　　４時
（受付は午後
３時まで）

木曜日相続税、贈与税、所得税な
ど税務全般について税 務 相 談

弁護士または　　
東京都専門相談員第２・４月曜日賠償、示談など交通事故全

般について交通事故相談

人権擁護委員第３水曜日日常生活での人権問題、心
配ごとについて人権・身の上相談

行政相談委員第１金曜日行政の仕事に関する苦情
について行政苦情相談

司 法 書 士
土 地 家 屋 調 査 士第３月曜日不動産登記全般（表示・権

利）について不動産登記相談

医　　　　　師第２・４水曜日
（電話予約制）

対人関係や自己内面のな
やみについて心のなやみ相談

相　　談　　員
第２金曜日（英語）
第３金曜日（ハングル）
第４金曜日（中国語）

市政や日常生活全般につ
いて外 国 人 相 談

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

〜
新
選
組
局
長

近
藤
勇
を
生
ん
だ

大
沢
を
案
内
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

〜
新
選
組
局
長

近
藤
勇
を
生
ん
だ

大
沢
を
案
内
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

〜
新
選
組
局
長

近
藤
勇
を
生
ん
だ

大
沢
を
案
内
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

〜
新
選
組
局
長

近
藤
勇
を
生
ん
だ

大
沢
を
案
内
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

〜
新
選
組
局
長

近
藤
勇
を
生
ん
だ

大
沢
を
案
内
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

〜
新
選
組
局
長

近
藤
勇
を
生
ん
だ

大
沢
を
案
内
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

〜
新
選
組
局
長

近
藤
勇
を
生
ん
だ

大
沢
を
案
内
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

〜
新
選
組
局
長

近
藤
勇
を
生
ん
だ

大
沢
を
案
内
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

〜
新
選
組
局
長

近
藤
勇
を
生
ん
だ

大
沢
を
案
内
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

〜
新
選
組
局
長

近
藤
勇
を
生
ん
だ

大
沢
を
案
内
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

〜
新
選
組
局
長

近
藤
勇
を
生
ん
だ

大
沢
を
案
内
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

〜
新
選
組
局
長

近
藤
勇
を
生
ん
だ

大
沢
を
案
内
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

〜
新
選
組
局
長

近
藤
勇
を
生
ん
だ

大
沢
を
案
内
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

〜
新
選
組
局
長

近
藤
勇
を
生
ん
だ

大
沢
を
案
内
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

〜
新
選
組
局
長

近
藤
勇
を
生
ん
だ

大
沢
を
案
内
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

〜
新
選
組
局
長

近
藤
勇
を
生
ん
だ

大
沢
を
案
内
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
募
集

〜
新
選
組
局
長

近
藤
勇
を
生
ん
だ

大
沢
を
案
内
〜

支
給
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
活

動
日
に
継
続
し
て
市
内
の
道
路
の

簡
単
な
清
掃
を
行
う
、
５
人
以
上

で
グ
ル
U
プ
を
構
成
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
継
続
し
て
活
動
で

き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

∞
道
路
整
備
課
ò
内
線
２
８
４

３

案
内
役
の
弁
護
士
と
と
も
に
裁

判
所
で
刑
事
事
件
を
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
傍
聴
後
は
中
高
生
の

み
な
さ
ん
の
疑
問
・
質
問
に
弁
護

士
が
答
え
ま
す
。

▽
３
月
25
日
œ
・
26
日
–
午
前
９

時
、
弁
護
士
会
館
５
階
会
議
室

（
千
代
田
区
霞
が
関
１
―
１
―
３
）

集
合
。
終
了
予
定
は
正
午
。

▼
３
月
11
日
œ
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
学
校
名
・
学
年
・

電
話
番
号
・
希
望
日
を
記
入
し「
〒

100
―
０
０
１
３
千
代
田
区
霞
が
関

１
―
１
―
３
東
京
弁
護
士
会
春
休

み
裁
判
傍
聴
会
係
」へ
申
し
込
む
。

∞
同
会
広
報
課
ò
03
―
３
５
８

１
―
２
２
５
１

春
休
み
中
高
生

裁
判
傍
聴
会

参
加
者
募
集

海
外
援
助
が
本
当
に
現
地
の

人
々
の
援
助
に
な
っ
て
い
る
の
か

―
特
に
男
性
に
片
寄
り
が
ち
な
支

援
へ
の
反
省
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。ア
フ
リ
カ
の
ニ
ジ
ェ
U
ル
国
、

レ
ソ
ト
国
で
現
地
女
性
の
経
済
的

自
立
支
援
の
た
め
、
手
工
芸
の
指

導
を
行
っ
て
き
た
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
甲
斐
田
き
よ
み

さ
ん
の
お
話
を
伺
い
ま
す
。

▽
３
月
17
日
Œ
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分
、
三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
U
で
。

▼
企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
１

６
・
¿
48
―
１
４
１
９
・
Ｅ
メ
U

ル:kikaku@
city.m

itaka.to
kyo.jp

へ
申
し
込
む
。
定
員
20
人
。

地
球
市
民
講
座

「
海
外
援
助
を
考
え
る

―
女
性
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を

め
ざ
し
て
」

Õ2001スタジオジブリ


